
康広報

特集/とやまは日本の公園

化措進プラン



とやま遊学感

水平線を望むビック・スペース
日本海ミユージ‘アム 海王丸パーク
レポーター:富山県立大学 山口優子さん

波のハンモックで思わす、童心に

今
回
、
私
が
訪
れ
た
の
は
、
富
山
新
港
西
埋
立
地
に
あ

る
日
本
海
ミ
ュ
l
ジ
ア
ム
「
海
王
丸
パ
l
ク
」
。
ご
こ
に

は
よ
河
の
貴
婦
人
d

帆
船
海
王
丸
が
係
留
さ
れ
、
一
般
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
さ
っ
そ
く
、
こ
の
パ
ー
ク
の
見
ど
こ
ろ
を
海
王
丸

記
念
財
団
の
勝
山
さ
ん
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

パ
ー
ク
内
に
あ
る
ひ
と
き
わ
ユ
ニ
ー
ク
な
形
の
建
物
が
日

本
海
交
流
セ
ン
タ
ー
で
す
。
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
海
洋

資
源
開
発
に
関
す
る
パ
ネ
ル
、
貴
重
な
民
俗
資
料
で
あ
る

北
前
船
の
模
型
、
海
王
丸
の
メ
イ
ン
マ
ス
ト
な
ど
が
展
示

さ
れ
、
船
や
海
洋
に
関
す
る
こ
と
を
気
軽
に
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
遊
ぶ
に
は
、
波
の
ハ
ン
モ
ッ
ク
が
お
す

す
め
。
こ
の
日
も
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
で
遊
ぶ
子
供
た
ち
の
楽

し
そ
う
な
歓
声
が
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。

次
に
、
海
王
丸
の
船
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
の
日
は
総
帆
展
帆
が
行
わ
れ
た
と
あ
っ
て
、
船
内
は
見

物
客
で
大
賑
わ
い
。
各
種
船
室
や
器
具
を
分
か
り
ゃ
す
く

解
説
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
船
内
を
一
回
り
し
ま
し
た
が
、

初
め
て
乗
船
す
る
私
に
は
興
昧
深
い
も
の
ば
か
り
。
船
尾

に
あ
る
舵
を
手
に
し
た
と
き
は
、
大
海
原
を
行
く
帆
船
の

ロ
マ
ン
に
触
れ
た
よ
う
で
し
た
。
司
「
別

|
J川

一持一

叩

時

ま
た
パ
ー
ク
内
に
は
、
日
本
海
の
一
保
一
晴
(
〉
幻

昧
覚
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
(
お
魚
セ
ン
!
一
室
崎
午

夕
|
)
や
食
堂
、
緑
い
っ
ぱ
い
の
ビ
周
一
糊
一
明
酬

ク
二
ツ
ク
広
場
な
ど
も
あ
り
、
見

、
棚一
昨
一
船
〈
J
いい

る
食
べ
る
遊
ぶ
を
一
緒
に
楽
し
型
国
十
件
|
|
仰

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
旺
一
団
一
四
四
回
目

3
白
疋
い
い
い
川
い
い

ぜ
ひ
海
王
丸
パ
ー
ク
に
足
を
運
ん
で
一
宇
一
泊
泊
泊
四

-
口
川
一

E

、
r
iL
r
E
門
/
』

み
て
く
だ
さ
い
。

一関一伺
有
明
朗

船尾甲板にある舵輪。
帆走中は2人かがりで
回します。

船を海上に留めるための
巨大芯錨(アンカー)

波をイメージした180メートルの回廊“緑のパーゴラ・l

らえる
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バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

駆
使
し
て
品
種
開
発

富
山
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
バ
イ
オ
研
究
棟
竣
工
式

四
月
十
九
日
、
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
バ
イ

オ
棟
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
究

棟
は
、
農
産
物
を
め
ぐ
る
新
し
い
事
態
に
対
応

す
る
た
め
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
等
の
先
端

技
術
を
駆
使
し
た
新
品
種
の
開
発
・
育
成
を
は

じ
め
、
付
加
価
値
の
高
い
農
産
物
の
生
産
技
術

の
開
発
を
進
め
る
拠
点
と
な
る
も
の
で
す
。

式
で
は
、
堀
田
農
林
水
産
部
長
が
「
た
く
ま

し
い
富
山
県
農
業
の
確
立
の
た
め
研
究
成
果
を

上
げ
、
農
業
従
事
者
の
期
待
に
応
え
た
い
」
と

築時怖の思議
'の命生

ソ4
/
 ユ毛‘，

 

あ
い
さ
つ
。
平
岩
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
に

よ
る
概
要
報
告
に
引
き
続
き
、
古
川
岡
短
期
大
学

の
谷
口
義
人
教
授
作
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
生
命

の
賛
歌
」
の
除
幕
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
の
後
、
式
典
出
席
者
た
ち
は
バ
イ
オ
研

究
棟
施
設
を
見
学
。
研
究
員
の
説
明
に
興
味
深

く
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
研
究
棟
の
完

成
は
、
今
後
の
富
山
県
農
業
の
振
興
に
大
き
な

役
割
を
担
う
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
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自
然
公
園
へ

新
た
な
ア
ク
セ
ス
ル

i
ト

有
峰
林
道
小
口
川
線
が
七
月
供
用
開
始

F 

有
峰
県
立
自
然
公
園
へ
の
新
た
な
進
入
路
と

な
る
「
有
峰
林
道
小
口
川
線
」
の
舗
装
工
事
が
三

月
末
で
完
了
し
、
七
月
に
供
用
を
開
始
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
林
道
は
、
大
山
町
水
須
か
ら
有
峰
湖
周

ラ
イ
ン
に
つ
な
が
る
不
動
谷
ま
で
の
延
長
二
十

四
・
九
キ
ロ
。
こ
れ
ま
で
の
小
見
線
と
あ
わ
せ
て

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
有
峰
湖
な
ど
の
自
然
公

園
を
訪
れ
る
新
た
な
周
遊
ル

l
ト
が
設
定
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

沿
道
の
美
し
い
ブ
ナ
林
、
薬
師
岳
の
す
ば
ら

す
け
の
ぷ

し
い
眺
望
、
神
秘
的
な
祐
延
貯
水
池
な
ど
、
従
来

の
林
道
に
は
な
か
っ
た
自
然
資
源
を
満
喫
で
き

る
高
原
ル

l
ト
と
し
て
、

多
く
の
県
民
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

極楽坂山.. 

供
用
開
始

供
用
期
間

供
用
時
間

通

行

料

七
月
一
日
(
予
定
)

七
月
一
日

i
十
月
三
十
一
日

午
前
六
時

1
午
後
八
時

大

型

車

三

千

五

百

円

小
型
車
・
普
通
車
千
五
百
円

自
動
二
輪
車
等
二
百
五
十
円

※
大
型
観
光
パ
ス
の
通
行
は
不
可

-・'
園 開 園 田 園 づ、口)11線
ーーーー有峰線

-・園田園園周聞鴎聞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・掴闇田園園田副闇圃聞園

日
中
両
国
の

友
好
の
架
け
橋
に

「
富
山
県
友
好
代
表
団
」

派
遣

2 

企培養室にて品種改良の実験

富
山
県

・
遼
寧
省
友
好
県
省
締

結
十
周
年
を
記
念
し
て
、
中
沖
知

事
を
団
長
と
す
る

「富
山
県
友
好

代
表
団
」
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

し
ん
よ
う

一
行
は
、
大
連
、
藩
陽
な
ど
各

地
を
訪
問
。
児
童
書
画
展
や
知
事

の
講
演
会
が
聞
か
れ
た
ほ
か
、
友

好
十
周
年
の
記
念
式
典
で
は
、

「
富
山
県
・
遼
寧
省
友
好
記
念
奨

学
金
制
度
」
の
協
定
書
の
調
印
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
中
国
民
航
東
北

管
理
局
で
は
、
富
山
空
港
と
大
連

空
港
の
友
好
空
港
提
携
と
定
期

便
開
設
へ
の
協
力
を
要
請
し
、
局

側
も
協
力
の
意
向
を
示
し
ま
し

た。

ま
た
、
「
馬
軍
団
」
の
異
名

を
と
る
遼
寧
省
体
育
運
動

技
術
学
院
の
馬
俊
仁
コ
ー

チ
の
陸
上
チ
l
ム
か
ら
、

コ
l
チ
一
名
と
女
子
選
手

二
名
が
来
県
し
、
県
内
選
手

を
指
導
す
る
こ
と
が
決
ま

り
、
県
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
大

き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

す
。

み読を車留守。由回目回国呈
事

由
露
国

n
H

副

m
n
k事

の

沖
内
中
省
る
寧
げ
遼
あ
as 

一
行
は
友
好
関
係
を
改

め
て
確
認
、
今
後
親
善
の
輪

を

一
層
広
め
よ
う
と
誓

い

合
い
十
六
日
帰
県
し
ま
し

た
。

..林道小口川線

保育専門学院入学式

総会衛生学院入学式

平成6年度富山県婦人週間の集い

警察音楽隊 fふれあいコンサートj
農業技術センターバイオ棟

しゅん工式

第 45田植樹祭

銀座みゆき通リチュー 1)ップ

カーペット

海王丸フェスティバル(3日、 4日)

立山山麓グ1)ーンドキュメント

(....... 5日)

渋谷パラダイス一花の祭典一

緑に親しむつどい

「富山県友好代表面J派遣(-16日)
「看護の日」ふれあいトーク
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h
F
奨
学
金
制
度
に
間

す
る
協
定
書
の
間

印
(
中
沖
知
事
・
遭

寧
省
常
務
副
省
長

聞
世
震
氏
)

..大連便開設に向

けて、協力を要請

右 :中国国際航

空公司張志忠副

総裁

4月11日-5月10日

県哉の動き
H6. 

4月11日

4月13日

4月14日

4月19日

4月27日

4月29日

5月1日

5月3日

5月4日

5月8日



両
国化jとは「全県域必

全県域公園化推進プラン

身近な自然が次第に失われ、景観を連なう工作

物が数多く見受けられるようになった今日、美し

い景観や親しみの持てる水辺などに対する関心

が高まりつつあります。

このたび県では、ホとやまは日本の公111"のス
ローガンのもと、「全県域公園化推進プ与ンjを策

定しました。このフランはあたかも公園のような

県土づくりをめざすための方策を明らかにし、県

民に分りやすく提示するのがその目的です。

「
全
県
域
公
園
化
」
は
、
人
々
が
う
る
お
い
と
や
す

ら
ぎ
感
じ
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
で
き
る

美
し
い
県
土
づ
く
り
を
進
め
る
も
の
で
す
。
し
た

が
っ
て
単
に
公
園
を
整
備
す
る
だ
け
で
な
く
、
公
園

以
外
の
部
分
に
つ
い
て
も
で
き
る
限
り
美
し
く
彩
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
公
園
ど
う
し
を
各
種
の

道
路
で
結
び
、
景
観
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
こ

と
と
、
富
山
県
の
県
土
を
特
徴
づ
け
る
豊
な
自
然
環

境
の
保
全
が
「
公
園
化
」
の
前
提
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ

る
空
間
を
広
げ
て
い
き
、
全
体
と
し
て
眺
め
て
み
れ

ば
、
あ
た
か
も
公
園
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
県
土
を

つ
く
り
だ
し
て
い
こ
う
と
す
る
の
が
「
全
県
域
公
園

化
」
で
す
。

全
県
域
公
園
化
は
、
次
の
三
つ
の
柱
に
よ
っ
て
展
開

さ
れ
ま
す
。ど

清
え

な
、
整

わ
緑
を

か
と
地

、
花
素

み
を
の

う
ア
化

、
リ
園

ち
工
公

ヰ
晶
司
令
、

、
な
り

と
と
彩

さ
所
で

、
要
水

。

ま
の
な
く

や
土
か
い

県
ら
て

」回廊づくり

拠点となる美しい景観や公園を結
びつけ、人々の利用を促すとともに、
全県域公園化の重要な利用軸として

豊かな自然や歴史・文化とふれあ
い、楽しむことのできる多様な公園を
体系的に整備し、全県域公園化の拠点、
としていく 。

全
県
域
公
園
化
推
進
プ
ラ
ン
は
、
望
ま
し
い
県
土

の
将
来
像
を
提
示
し
、
今
後
の
各
種
の
施
策
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
な
る
ニ
と
を
基
本
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

全
県
域
公
園
化
の
た
め
の
各
々
の
施
策
は
、
お
の

ず
と
目
的
や
対
象
と
す
る
範
囲
等
を
異
に
し
ま
す
。

そ
の
た
め
本
プ
ラ
ン
は
、
個
々
の
施
策
を
体
系
化
し

有
機
的
に
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。

今
、
公
園
化
を
考
え
る
時
、
公
共
的
な
空
間
だ
け

で
な
く
、
私
的
空
間
ま
で
を
含
め
た
あ
り
方
が
、
重

要
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
プ
ラ
ン
は
、

行
政
と
県
民
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
く
上
で
の
基
礎
と
し
て
、
全
県
域
公
園
化
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
県
民
に
提
示
し
、
広
く
理
解
を

求
め
よ
う
と
す
る
も
の
な
の
で
す
。

ー エリアづくり

←十一拠点づくり

t
J
W山
山
&
晶
・
-

ま
濁

M

W
抑制一
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三
つ
の
柱
か
ら
「
公
園
化
」
を
す
す
め
て
い
く
に

あ
た
っ
て
、
本
プ
ラ
ン
で
は
県
土
を
大
き
く
三
つ
の

ゾ
l
ン
と
三
つ
の
ベ
ル
ト
に
分
け
て
、
こ
れ
ら
の

ゾ
l
ン
、
ベ
ル
ト
ご
と
に
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ら
各
々
に
つ
い
て
様
々
な
施
策
が
計
画

あ
る
い
は
進
行
中
で
す
が
、
そ
の
主
な
も
の
を
紹
介

し
ま
す
。

3つのベルト

うみのベルトかわのベルトみちのベルト

3つのゾーン

新
水
性
の
高
い
美
し
い
海
辺
の
海
岸
軸

新
水
性
の
高
い
、
生
活
に
活
か
さ
れ
た
う
る
お

い
の
あ
る
環
境
を
創
造
す
る
。

-
日
本
海
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
構
想

帆
船
海
王
丸
の
富
山
県
誘
致
を
機
に
策
定
さ

れ
、
二

O
一
O
年
頃
を
完
成
目
標
に
す
す
め
ら
れ

て
い
る
、
雄
大
か
つ
多
様
な
計
画
。

こ
の
構
想
の
推
進
に
よ
り
、
富
山
新
港
西
埋
立

地
に
、
人
と
海
が
出
会
い
ふ
れ
あ
え
る
、
個
性
的

で
楽
し
い
マ
リ
ン
フ
ロ
ン
ト
が
創
り
出
さ
れ
ま

す
。

自
然
と
の
調
和
を
象
徴
す
る
水
と
緑
の
河
川
軸

県
土
の
中
で
明
確
な
存
在
感
を
与
え
る
母
な
る

川
と
し
て
県
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
く
。

-
ふ
る
さ
と
の
川
モ
デ
ル
事
業

黒
部
川
扇
状
地
を
流
れ
る
高
橋
川
で
は
、
安
全
で

う
る
お
い
の
あ
る
水
辺
空
間
の
創
出
を
目
指
し
か
名

水
の
里
。
黒
部
の
顔
と
な
る
川
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

ま
た
、
富
山
市
内
を
流
れ
る
赤
江
川
で
は
、
稲
荷

公
園
と
一
体
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
伸
び
や
か
な
河

川
景
観
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

沿
道
環
境
と
一
体
と
な
っ
た
緑
の
道
路
軸

県
土
を
縦
横
断
す
る
動
脈
と
し
て
、
緑
と
花
で

美
し
く
修
景
し
、
公
園
道
路
と
し
て
創
造
し
て
い

/
¥
 

-
富
山
の
道
B
l
G
作
戦

富
山
の
道
を
き
れ
い
に
(
回

gEFH])
個
性
的

に
(
同
ロ
告
ぐ
ECM巳
)
、
緑
豊
か
に
(
の
お

g)
す
る
た

め
、
。
B
l
G
O
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
親
し
み
と
う

る
お
い
の
あ
る
道
路
整
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。 やまのゾーンさとのゾーンまちのゾーン

自
然
環
境
を
活
か
し
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ゾ
ー
ン

県
民
の
宝
と
も
い
え
る
、
第
一
級
の
自
然
公
園
と

し
て
維
持
し
て
い
く
と
と
も
に
、
自
然
教
育
の
場
と

し
て
利
用
し
て
い
く
D

-
美
女
平
・
ブ
ナ
平
地
区
整
備

(
立
山
利
用
拠
点
施
設
整
備
事
業
)

山
岳
景
観
と
は
別
に
、
立
山
の
も
う
一
つ
の
大
き

な
魅
力
と
な
っ
て
い
る
「
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
・
ブ
ナ
の

原
生
林
」
に
、
ふ
れ
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

原
生
林
を
回
遊
で
き
る
探
勝
歩
道
を
整
備
し
ま
す
。

四
季
感
あ
ふ
れ
る
田
園
ソ
|
ン

富
山
の
風
土
を
な
す
四
季
の
変
化
を
感
じ
さ
せ
る

生
活
の
風
景
を
創
出
し
て
い
く
。

-
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

農
道
や
用
地
の
整
備
の
ほ
か
、
農
村
公
園
施
設
を

整
備
し
て
い
き
ま
す
。
特
に
農
村
公
園
は
、
平
成
五

年
度
ま
で
九
十
か
所
余
り
つ
く
ら
れ
、
今
後
も
約
三

十
か
所
の
新
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

意
匠
の
こ
ら
さ
れ
た
都
市
ゾ
ー
ン
、

落
ち
着
き
あ
る
快
適
生
活
ゾ

l
ン

い
こ
い
と
ふ
れ
あ
い
の
場
を
整
備
し
、
活
力
あ
る

魅
力
に
富
ん
だ
都
市
景
観
を
形
成
す
る
。

-
都
市
計
画
公
園
カ
ナ
ル
パ

l
ク
整
備

二
十
一
世
紀
に
お
け
る
県
都
の
シ
ン
ボ
ル
的
オ
ア

シ
ス
と
な
る
よ
う
、
富
山
駅
北
地
区
で
展
開
さ
れ
る
計

画
。
運
河
や
都
市
内
河
川
な
ど
の
水
環
境
を
活
か
し
、

人
と
自
然
が
調
和
し
た
親
水
環
境
を
創
出
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
に
各
種
文
化
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
広
場
を

配
し
、
文
化
的
な
都
市
機
能
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

-・聞圃・・・

最

す
ぐ
れ
た
景
観
は
、
決
し
て
行
政
の
取
り
組
み
だ

け
で
形
成
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
県
民
一
人

ひ
と
り
が
美
し
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
、

全
県
域
公
園
化
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

家
庭
や
地
域
、
学
校
な
ど
、
身
近
な
と
ニ
ろ
か
ら
花
や

緑
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
森
林
浴
や
自
然

観
察
な
ど
を
通
し
て
、
自
然
や
景
観
を
愛
す
る
心
を
育

む
こ
と
も
大
切
で
す
。

行
政
と
県
民
運
動
が
車
の
両
輪
と
な
り
、
「
と
や
ま
は

日
本
の
公
園
」
を
合
言
葉
に
、
美
し
い
県
土
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

6 
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(平成6年5月|日現在)

水の里、木の里といわれる圧川町。昔から、庄川の流れを利用し

た木材の輸送が盛んで、それが伝統産業の挽物木地を育んだ。そん

な町の魅力を一堂に集めた水記念公園には、水とともに生きてきた

庄川町の歴史を知ることができるアクアなないろ館、木の香りや温

もりを広〈紹介する庄川ウッドフラザ、自然水圧で動〈ユニークな

大噴水などがあり、安らぎと憩いのスペースになっている。また、

圧川峡の四季折々の景観は多くの観光客の目を楽しませる。

活動を通して若者に活気を

-面積3，077ha-人口7，422人

-る・さ・と

み・て・あ・る・記

誰
ず
勺
も

親
し
ま
れ
る

美
術
館
を
目
指
し
て

h
F
杉
森
館
長

松
村
外
次
郎
記
念
町
立
庄
川
美
術
館

現
代
日
本
の
彫
刻
界
を
代
表
す
る
一
人
、
庄
川
町

出
身
の
故
松
村
外
次
郎
氏
が
、
自
ら
の
作
品
三
+
六

点
を
同
町
に
寄
贈
し
た
の
を
機
に
平
成
元
年
十
一
月

に
設
立
さ
れ
た
の
が
-
-
の
美
術
館
で
あ
る
。
平
成
二

年
、
氏
が

t
く
な
っ
た
後
も
遺
族
か
ら
作
品
の
寄
贈

が
あ
り
、
現
在
で
は
収
蔵
数
も
ニ

O
O余
点
に
及
ん

で
い
る
。

「
松
村
先
生
の
作
品
と
い
う
ソ
フ
ト
に
は
恵
ま
れ

た
も
の
の
、
ど
の
よ
う
に
美
術
館
を
運
営
し
て
い
く

か
と
い
う
ノ
ウ
ハ
ウ
は
ゼ
ロ
に
等
し
か
っ
た
。
」
と
杉

森
館
長
は
当
時
を
回
想
す
る
。
「
ま
ず
、
既
存
美
術
館

に
は
な
い
特
色
を
い
か
に
出
し
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
が
最
初
の
課
題
で
し
た
。
庄
川
町
に
あ
る
が
ゆ
え

の
カ
ラ
ー
を
出
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
県

西
部
の
作
家
の
作
品
を
中
心
に
ジ
ャ
ン
ル
を
と
わ
ず

取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
専
門

家
の
目
線
で
は
な
く
、
一
般
の

方
々
じ
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
も
の

を
展
示
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と

に
な

っ
た
ん
で
す
。
」

今
で
は
、
年
九
回
の
企
画
展
や

絵
画
の
実
技
講
座
も
開
催
し
て
い

る
。
実
技
講
座
に
は
、
町
内
外
か
ら
の
参
加
が
あ
り
、

実
技
の
成
果
を
発
表
す
る
場
も
設
け
ら
れ
て
い
る
そ

う
だ
。
ま
た
こ
の
六
月
に
は
、
松
村
作
品
の
集
大
成

と
い
わ
れ
る
中
国
の
四
神
を
扱
っ
た
「
四
神
の
誕
生
」

が
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
展
示
で
は
、
一
つ
の
作
品
を

た
ど

完
成
さ
せ
る
ま
で
の
創
作
過
程
を
辿
る
こ
と
が
で

き
、
氏
の
彫
刻
に
か
け
た
情
熱
、
そ
し
て
、
優
し
さ

を
感
じ
と
れ
る
に
違
い
な
い
。

チャレンジ2010

今や庄川町のシンボルとして親しまれている庄川町水記念公園。

こニで毎年夏に開催されている庄川水まつりのメインイベントが

「流木乗り大会」である。

この大会を中心となって運営しているグループ"チャレンジ

2010"の代表武田さんに話を伺った。「流木乗り大会は今年で第8回

を迎えますが、年々内容は充実してきています 。当初団体戦のみ

だったものが、レディースが加わり、今年からは個人戦も行うんで

すよ。」また、近年は参加の輪が県外まで、広がっているそうだ。

暢 「活動をとおして、庄川町の若者に活気をもたらし、子供たちに夢

帆 を与えていきたいですからね。」と明るく語る武田さん。 2010年の庄

川町の明るい未来を望んで、命名されたこのグループ名に、その思い

がこめられている。

今年も 7月30日一8月7日に庄川水まつりが開催される。流木乗

/ りをはじめチピ、ソ子カラオケ大会、模擬庖などのイベントが盛りだ

くさん。皆さんも一度足を運んで、みてはいかがだろう。

次
々
に
開
発
さ
れ
る
ゆ
ず
製
品

庄
川
町
ゆ
ず
生
産
組
合

企ゆずのママレードを製造中

企チャレンジ 2010代表
武田武美さん

庄
川
町
の
町
花
が
か
ゆ
ず
々
で
あ
る
ニ
と

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ゆ
ず
と
町
は
切
っ

て
も
切
れ
な
い
関
係
に
な
っ
て
い
る
。

ゆ
ず
の
特
産
化
を
狙
っ
て
昭
和
六
十
年
に

設
立
さ
れ
た
の
が
、
ゆ
ず
生
産
組
合
で
あ
る
。

こ
の
組
合
を
指
導
し
て
い
る
有
沢
さ
ん
に
よ

る
と
、
そ
も
そ
も
家
の
庭
先
に
植
え
ら
れ
て

い
た
ゆ
ず
が
昭
和
四
十
四
年
の
減
反
政
策
に

転
作
作
物
と
し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
金

屋
地
区
を
中
心
に
広
が
っ
て
い

っ
た
と
の
こ

と
だ
。
「
接
ぎ
木
に
よ
る
栽
培
方
法
を
と
れ
ば
十

年
程
度
で
実
が
な
る
の
で
す
が
、
こ
れ
の
倍

以
上
の
年
月
が
か
か
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

種
か
ら
育
て
て
い
る
ん
で
す
。
子
聞
が
か

か

っ
て
大
変
で
す
け
ど
、
そ
の
分
大
き
く
て

香
り
の
良
い
ゆ
ず
が
で
き
る
の
で
や
り
が
い

が
あ
り
ま
す
。
」
と
有
沢
さ
ん
。
金
屋
地
区
の

寒
暖
差
が
大
き
い
気
候
風
土
が
栽
培
に
適
し

て
い
る
こ
と
な
ど
も
あ

っ
て
、
今
で
は
品
質

的
に
も
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。

き
て
、
ゆ
ず
生
産
組
合
で
は
今
ま
で
「
ゆ

ず
み
そ
」
「
ゆ
ず
マ
マ
レ

l
ド
」
「
ゆ
ず
の
佃

に煮
」
と
い

っ
た
ヒ

ッ
ト
商
品
を
次
々
に
産
出
。

き
ら
に
現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
新
製

品
を
開
発
し
続
け
て
い
る
。

お

か
ゆ

入
浴
剤
、
御
粥
そ
し
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

が
、
最
新
作
。
特
に
ほ
の
か
な
ゆ
ず
の
香
り
と

鮮
や
か
な
ゆ
ず
色
を
し
た
ア
イ
ス
は
庄
川
町

で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
と
き
に
し
か
お

目
に
か
か
れ
な
い
逸
品
だ
そ
う
だ
。
イ
ベ
ン
ト

に
行

っ
て
一
度
食
さ
れ
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。
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宇
奈
月
に
所
用
が
あ
っ
て
の
帰
路
、
な
る
ほ
ど
扇

状
地
の
要
に
似
つ
か
わ
し
い
扇
の
要
の
穴
の
よ
う
な

ト
ン
ネ
ル
だ
な
、
と
思
い
な
が
ら
愛
本
ト
ン
ネ
ル
を

抜
け
る
と
、
光
の
海
だ
っ
た
。

一
瞬
ど
き
っ
と
し
て
、
車
の
速
度
を
落
と
し
た
。

黒
部
扇
状
地
が
、
一
枚
の
巨
大
な
ガ
ラ
ス
の
よ
う

に
光
っ
て
い
る
。

不
思
議
な
感
動
が
全
身
を
よ
ぎ
っ
た
。

何
か
に
突
き
動
か
さ
れ
る
よ
う
に
、
車
を

U
タ
ー

ン
さ
せ
て
愛
本
橋
を
渡
り
、
舟
見
街
道
へ
向
か
っ

ふに
。舟

見
へ
向
か
う
道
は
、
少
し
高
台
に
あ
る
。
あ
そ

こ
か
ら
は
、
先
の
地
点
で
見
え
な
か
っ
た
東
側
の
平

E
E
l
-

'
R
:
野
も
見
え
、
黒
部
扇
状
地
全

醐

姐

一
謀

総

口

一
域
が
見
え
る
だ
ろ
う
と
思
つ

圃
圃
置
コ
設
設
問

一
一
た。

岡
国
・
-
認

締

結

一

舟
見
街
道
へ
出
る
と
、
鮭

-------
-串出
制規制叩
4
14
R

ロ
rh

一

そ
じ
よ
う

・
・
・
コ

霊
山抗
議
山
一
が
遡
上
す
る
時
の
よ
う
に
、

・・・・・・・
目前肘引包hu立
.JhF
H

一

た

か

-
-
-
-
町四…
町一一…
…一一
一
一
心
が
昂
ぶ

っ
て
い
る
自
分
に

・・・f
、内7
川
一
気
づ
い
た
。
こ
の
道
は
、
私

・・・・・・圃
?
圃
百一+園田

一

-
聞
幽
-
d阿
曹
、
…
一

の
ふ
る
さ
と
へ
向
か
う
道
で

も
あ

っ
た
。

見
晴
ら
し
の
良
い
所
で
車
か
ら
降
り
立
つ
と
、
見

渡
す
限
り
の
水
田
の
彼
方
に
春
の
夕
日
が
正
面
に

あ
っ
て
、
先
と
は
違
っ
た
光
景
が
広
が
つ
ず
作
い
た
。

注

砺
波
平
野
と
変
わ
ら
ぬ
散
居
の
か
い
に
よ
が
、
黒

い
塊
と
な

っ
て
、
夕
日
に
映
え
る
紅
の
海
に
点
々
と

浮
い
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
た
。

夕
日
は
四
の
空
を
薄
紅
に
染
め
な
が
ら
、
は
に
か

む
よ
う
に
沈
み
か
け
て
い
る
。

富
山
市
へ
戻
る
私
は
、
入
善
へ
向
か
っ
て
車
を
走

ら
せ
な
が
ら
、
今
日
は
五
月
六
日
で
あ
る
こ
と
を
、

ふ
と
思
っ
た
。

今
か
ら
百
年
前
に

一
人
の
ア
メ
リ
カ
人
が
、

⑨ 全国高校総体成功させよう

大会成功に向けスタート!
平成6年度全国高等学校総合体育大会
式典運営本部・記録センター・総合案内所発会式開催!

「
越
後
と
越
中
海
岸
の
難
所
を
越
え
て
、
午
後
遅

く
富
山
平
野
へ
出
る
ま
で
二
日
間
を
要
し
て
し
ま
っ

た
。
平
野
の
中
心
部
に
近
づ
く
に
し
た
が
い
、
立
山

連
峰
の
巨
大
な
峰
が
、
ま
だ
青
白
い
毛
皮
の
コ

l
ト

ふ
も
と

を
す
っ
ぽ
り
着
て
、
麓
の
群
小
の
山
々
を
従
え
な
が

ら
そ
ば
に
立
っ
て
い
る
の
が
目
に
入
っ
て
き
た
」

と
い
っ
て
、
こ
の
黒
部
平
野
へ
足
を
踏
み
入
れ
た

の
が
、
明
治
二
十
二
年
の
五
月
六
日
で
あ

っ
た。

そ
し
て
、

「タ
閣
が
た
だ
よ
い
、
道
は
幾
マ
イ
ル
も

惨つ

ね

た

人

ぽ

畦
で
仕
切
ら
れ
た
田
圃
の
聞
を
縫

っ
て
つ
づ
き
、
五
、

六
百
フ
ィ
ー
ト
ご
と
に
、
よ
く
刈
り
込
ま
れ
た
生
垣

や
、
樹
木
に
固
ま
れ
た
農
家
の
前
を
よ
ぎ
る
。
そ
し

て
、
し
ば
ら
く
進
む
と
、
村
落
が
あ
り
田
舎
道
は
村

道
へ
と
変
わ
る
。
土
地
は
先
祖
伝
来
の
家
々
の
た
む

ろ
す
る
、
田
圃
の
海
の
中
に
浮
い
て
い
た
島
と
で
も

う
っ
そ
う

形
容
で
き
よ
う
か
。
人
家
の
あ
る
辺
り
の
穆
蒼
と
し

た
木
々
の
茂
み
が
あ
ま
り
に
も
周
開
の
風
景
か
ら
目

立
ち
す
ぎ
る
の
で
、
そ
の
付
近
を
通
る
と
き
、
ふ
と

平
地
を
走

っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
」

と
、
こ
の
地
を
訪
れ
た
最
初
の
西
欧
人
は
、
私
が

今
走
っ
て
い
る
あ
た
り
を
人
力
車
で
通
っ
て
、
三
日

市
で
一
泊
す
る
の
で
あ
る
。

私
は
、
村
道
か
ら
海
に
向
か

っ
て
広
が
る
水
田
風

景
を
見
な
が
ら
、
こ
の
パ

l
シ
パ
ル

・
ロ
l
エ
ル
が

通
り
抜
け
た
百
年
前
も
今
も
、
な
に
も
変
わ

っ
て
い

な
い
よ
う
に
思
え
た
。
変
わ

っ
て
い
る
の
は
、
道
が

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
な

っ
て
い
る
の
と
、
時
々
か
い

に
よ
の
中
ヘ
カ
ラ
フ
ル
な
車
が
出
入
り
す
る
く
ら
い

な
も
の
で
あ
る
。

入
善
町
に
近
づ
く
に
し
た
が

っ
て
私
は
、
少
し
感

傷
的
に
な

っ
て
い
た
。
私
の
生
ま
れ
た
村
が
見
え
て

き
た
か
ら
で
あ
る
。
累
々
と
何
百
年
も
続
い
た
尾
敷

跡
の
方
角
を
見
る
と
、
す
べ
て
が
閣
に
消
え
、
た
だ

夕
映
え
の
水
田
だ
け
が
光

っ
て

い
た
。(注

)
屋
敷
林

!大i会|テ1-[マi高志のm くにからひろがる学び

は
じ
め
に
、
県
実
行
委
員
会
式
典
運
営
本
部
長
の
克
枝
信
朗
県

教
育
長
が
「
日
本
一
の
健
康
ス
ポ
ー
ツ
県
を
目
指
す
富
山
県
と
し

て
、
大
会
の
成
功
に
向
け
総
力
を
あ
げ
た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
。

つ
づ
い
て
、
細
呂
木
県
実
行
委
員
会
事
務
局
長
が
準
備
経
過
や

大
会
の
概
要
を
説
明
し
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
栃
木
大
会
の
記
録
映

画
を
試
聴
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
総
合
開
会
式
の
衣
装
が
発
表
さ
れ
、
公
開
演
技
な

ど
に
出
演
す
る
生
徒
や
運
営
本
部
の
役
員
・
係
員
ら
の
ユ
ニ
ホ
ー

ム
か
ら
十
一
点
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
式
典
運
営
本
部
、
記
録
セ
ン
タ
ー
、
総
合
案
内
所
の

各
事
業
別
に
組
織
や
事
業
計
画
の
打
ち
合
せ
を
行
い
、
大
会
成
功

に
向
け
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

富山を旅した西欧人に思いを馳せて
新門木車問

d

司
農
家
の
娘
た
ち
(
富
山
付
近
)

12 

-
「
』
内
の
文
は
、

「
N
O
T
0
・
能
登
・

.人
に
知
ら
れ
ぬ
日
本
の
辺
境
』
(
十
月
社

刊
)
パ

l
シ
パ
ル

・
ロ
l
エ
ル
著
、

宮

崎
正
明
訳
よ
り
抜
粋

-
パ
l
シ
パ
ル

・
ロ
l
エ
ル

(
一
八
五
五
l

一
九
三

O
)

冥
王
患
の
予
知
発
見
者
と
し
て
、
ま

た
火
星
の
研
究
者
と
し
て
著
名
な
ア
メ

リ
カ
の
天
文
学
者
。

明
治
時
代
に
四
回
来
日
し
、
四
冊
の

本
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
出
版
し
た
日
本

研
究
家
で
も
あ
る
。
明
治
二
十
二
年
に
、

富
山
県
各
地
や
能
登
半
島
に
九
日
間
滞

在
し
た
と
き
の
紀
行
文
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
「

N
O
T
O
」
と
し
て
出
版
。
こ

の
旅
行
で
最
も
多
く
滞
在
し
た
の
が
富

山
県
で
あ
り
、
紙
面
も
多
く
費
や
き
れ

れ
て
い
る
が
、
富
山
県
で
は
そ
の
こ
と

が
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

h
F
越
中
・
能
登
の
国
境
の
荒
山
峠

第6回全国生涯フェスティ/幻レ
開催期間=平成6年10月6日(木)から10日(月)の5日間
開催地=富山市・高岡市・黒部市・砺波市・小杉町
協賛事業:平成6年9月f日(木)から竹月30日まで県内全威で実施

七
月
三
十
一
日
か
ら
、
本
県
で
開
催
さ
れ
る
平
成
六
年
度
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
の
式
典
運
営
本
部

・
記
録
セ
ン
タ
ー

-

総
合
案
内
所
の
発
会
式
が
、
役
員

・
係
員
な
ど
担
当
者
約
七

0
0

人
を
集
め
、
五
月
十
六
日
、
富
山
県
教
育
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

宇
品

!
ν
h
~
。

筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

冠
婚
葬
祭
会
社
役
員
を
務
め
る
か
た
わ
ら
創

作
活
動
を
続
け
、
詩
集
「
雪
原
町
小
説
「
白
い

手
」
な
ど
を
執
筆
。
昨
年
出
版
さ
れ
た
「
納
棺

夫
日
記
」
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
。

富
山
大
会
の
参
加
事
業
は

過
去
最
多
の
ニ
五
九

ー
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
た
め
の
生
涯
学
習
や
環
日
本
海

交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
多
彩
に
、
華
麗
に
l

参
加
事
業
数
は
、
現
在
二
五
九
事
業
と
昨
年
の
愛
知

大
会
の
二
五
四
事
業
を
上
ま
わ
り
、
過
去
最
多
と
な
り

ま
し
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
た
め
の
生
涯
学
習
や
環
日

本
海
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
富
山
ら
し
い
工
夫
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
供
向
け
か
ら
大
人
向
け
ま
で
、

く
ら
し
に
密
着
し
た
も
の
か
ら
専
門
的
な
も
の
ま
で
、

生
涯
グ
楽
習
。
を
提
案
し
、
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

閉
幕
ま
で
、
あ
と
一
三

O
目
。
十
月
六
日
の
開
幕
に

向
け
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
な
ど
、
県
民
が
幅
広
く

参
加
で
き
る
よ
う
準
備
作
業
も
本
格
化
し
て
い
ま
す
。

デザイン・石ノ森章太郎



闘
病
か
ら
の
お
知
ら
を

-
せら
富
山
県
立
近
代
美
術
館
で
は
、

7
月

2
日
出
か
ら

9
月
4
日
目

別
ま
で
「
第

4
回
ポ
ス
タ
ー
ト
リ
工
ン
ナ
|
レ
ト
ヤ
マ
澗
」
を
開
催

3
し
ま
す
。

.
こ
の
展
覧
会
は
、
日
本
で
開
か
れ
る
唯
一
の
世
界
公
募
の
ポ
ス

タ
ー
展
で
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
(
ポ
ー
ラ
ン
ド
)
、
ラ
ハ
テ
ィ
(
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
)
、
メ
キ
シ
コ
で
の
展
覧
会
と
並
ん
で
、
世
界
の
四
大
ポ
ス

タ
ー
展
の
一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

世
界
の
ポ
ス
タ
ー
作
晶
=
二

O
点
、
そ
し
て
日
本
、
世
界
を
代

表
す
る
審
査
員
十
二
人
の
作
昂
の
最
先
端
の
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ

ン
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

観
覧
料
一
般
9
5
0
(
7
5
0
)
円

高
・
大
学
生
7
0
0
(
5
0
0
)
円

小
・
中
学
生
4
0
0
(
3
0
0
)
円

※
(
)
内
は
団
体
料
金

富
山
県
立
近
代
美
術
館

2
0
7
6
4
・
引
・
7
1
l
l

問
合
せ

シ
ャ
ン
ソ
ン
の
祭
典
「
パ
リ
祭
凶
」
を
本
県
で
初
開
催
し
ま
す
。

戸
田
昌
子
、
大
庭
照
子
、
伊
藤
は
じ
め
、
中
山
恵
子
、
杉
田
真
理

ら
実
力
歌
手
が
揃
い
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
名
曲
を
歌
い
上
げ
ま
す
。

シ
ッ
ク
で
エ
レ
ガ
ン
ト
な
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
祭
典
に
、
ど
う
ぞ
御
期

待
く
だ
さ
い
。

日
時
6
月
白
日
出
川
時
初
『
分
開
演

問
合
せ
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
8
0
7
6
4
・
ぉ
・
4
1
4
|

富
山
県
心
身
障
害
児
就
学
指
導
委
員
会
及
び
富
山
県
教
育
委

員
会
で
は
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を

願
っ
て
、
心
身
の
発
達
に
つ
い
て
の
心
配
事
や
家
庭
で
の
し
つ

け
、
教
育
に
つ
い
て
、
専
門
の
指
導
者
が
相
談
に
応
ず
る
巡
回
就

学
相
談
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

2
、
実
施
の
方
法
・
時
期

川

所

得

税

・
給
与
所
得
者
ー
月
か
ら
6
月
ま
で
の
給
与
等
の
源
泉
徴

収
税
額
の
叩
%
相
当
額
(
最
高
1
0
0
万
円
)
を
、
原
則
と

し
て
6
月
に
還
付
。
残
額
は
年
末
調
整
の
際
に
控
除
。

・
事
業
所
得
者
確
定
申
告
の
際
に
控
除
。

予
定
納
税
(
7
月
、
け
月
)
を
す
る
場
合
は
、
予
定
納
税
基

準
額
の
計
算
に
特
別
減
税
を
加
味
。

∞
個
人
住
民
税

・
給
与
所
得
者
均
等
割
額
及
び
所
得
割
額
と
も
に
6
月
及

び
7
月
分
を
徴
収
せ
ず
、
残
り
の
減
税
額
は
、
8
月
か
ら
来

年
5
月
ま
で
の
川
か
月
間
に
控
除
。

・
事
業
所
得
者
6
月
分
(
第
ー
期
)
に
お
い
て
、
特
別
減
税

額
を
控
除
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
も
よ
り
の
税
務
署
ま
た
は
、
市
町

村
役
場
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

県
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
生
活
の
道
具
や
祭
記
に
関
わ
る

考
古
資
料
を
通
じ
て
、
大
昔
の
人
々
の
知
恵
や
工
夫
に
想
い
を
馳

せ
、
当
時
の
生
活
の
二
踊
を
舎
に
よ
み
が
え
ら
せ
ま
す。

期
間
平
成
6
年
6
月
8
日
同
i
m
月
は
日
同

休
館
日
土
曜
日
、
日
曜
日
、
国
民
の
祝
日

入
館
料
無
料

※普通料金については、 10円未満を四捨五入した額とします。

14 

日

手呈

8
月
|
日
開
・
2
日
伏

魚
津
総
合
庁
舎

高
岡
総
合
庁
舎

砺
波
総
合
庁
舎

教
育
記
念
館

-
発啓・

我

が

国

で

は

6
月
の
1
か
月
聞
を
毎
年
「
環
境
月
間
」
と
定
め
、

環
境
保
全
に
関
す
る
各
種
の
行
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

本
県
に
お
い
て
も
、
「
地
球
と
は
も
っ
と
な
か
よ
く
な
れ
る
は

ず
」
を
テ
ー
マ
に
環
境
保
全
に
関
す
る
各
種
行
事
を
実
施
し
ま

す。0
環
境
保
全
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
展

(
時
期
)
6
月
の
環
境
月
間
中

(
場
所
)
自
然
博
物
園
ね
い
の
里
、
大
和
富
山
庖
他

O
第
円
回
富
山
県
清
掃
美
化
大
会

(
時
期
)
6
月
白
日
同

(
場
所
)
黒
部
市
宮
野
運
動
公
園

問
合
せ
県
庁
環
境
政
策
課

包

0
7
6
4
・

M
・
3
1
4
|

6
月
は
環
境
月
間
で
す

梅
雨
時
の
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

例
年
、
梅
雨
時
は
、
長
雨
や
集
中
豪
雨
等
に
よ
り
洪
水
や
山
崩

れ
等
の
災
害
、か
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
ま

ー

υ
よ-つ。

川
家
庭
で
の
備
え

避
難
場
所
へ
の
経
路
や
方
法
に
つ
い
て
家
庭
で
話
し
合
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

素
早
い
避
難
が
で
き
る
よ
う
に
、
「
非
常
持
出
品
」
を
ま
と
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

∞
地
域
ぐ
る
み
の
備
え

地
域
の
地
形
や
地
質
、
過
去
の
災
害
発
生
等
も
つ
か
ん
で
お
き

宇
品

1υ
ト
品

λ
J
o

さ
ら
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
、
避
難
場
所
や
連
絡
方
法
等
も
決
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

8
月
3
日
嗣

・
4
日
同

8
月
3
日
同
1
5
日
働

問
合
せ
・
申
込
み

各
市
町
村
教
育
委
員
会

県
教
育
委
員
会
指
導
課

8
0
7
6
4
・
判
・
3
4
5
ー

県
で
は
、
住
宅
を
建
て
る
た
め
に
、
県
ま
た
は
、
富
山
県
住
宅

供
給
公
社
が
造
成
し
た
宅
地
を
購
入
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、
低
利

で
資
金
を
融
資
し
て
い
ま
す
。
融
資
を
受
け
ら
れ
る
宅
地
及
び
融

資
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

川
融
資
対
象
宅
地

太
閤
山
団
地
、
金
戸
団
地
、
月
岡
西
緑
町
団
地
、
蔵
本
新
団
地
、

森
尻
団
地
、
上
条
団
地

叩
申
込
受
付
期
間

平
成
6
年
5
月
2
日
側
1
平
成
7
年
2
月
お
日

ω

叩
融
資
限
度
額
2
5
0
万
円

同

融

資

利

率

年

川

%

同

償

還

期

間

加

年

以

内

側
申
込
受
付
場
所
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関
の
窓
口

問
問
合
せ

・
県
住
宅
供
給
公
社

・
県
庁
建
築
住
宅
課

8
0
7
6
4
・
笠
・
5
1
3
ー
側

企

0
7
6
4
・
引
-
4
|
|
|
附

景
気
回
復
を
着
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
所
得
税
及
び
個
人
住

民
税
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

1
特
別
減
税
の
額

川
所
得
税

ω個
人
住
民
税

平
成
6
年
介
の
所
得
税
額
の
m
%
相
当
額

(
最
高
2
0
0
万
円
)

平
成
6
年
度
-
分
の
個
人
住
民
税
所
得
割
額

の
却
%
相
当
額

(最
高
初
万
円
)

-
市
司
直
グ
川
グ
阜
県

募
富
山
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
立
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
、
養
護

加
学
校
が
毎
月
第

2
土
曜
日
に
行
う
学
校
開
放
で
、
そ
の
活
動
に
協

参
力
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

-
(
経
験
不
問
)

実
施
日
毎
月
第
2
土
曜
日

場
所
県
立
盲
学
校
お
よ
び
一
部
養
護
学
校

問
合
せ
・
申
込
み

県
教
育
委
員
会
指
導
課

告

0
7
6
4
・

M

・
3
4
5
ー

「
と
や
ま
花
と
緑
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
作
昂
募
集

富
山
県
内
に
朕
く
花
(
自
生
、
植
栽
)
、
自
然
の
緑
、
緑
化
木
(
街

路
樹
、
町
並
み
、
庭
木
)
や
「
花
と
緑
」
と
の
ふ
れ
あ
い
風
景
な

ど
花
や
緑
を
取
り
入
れ
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

O

規

格

単

写

真

キ

ャ

ビ

ネ

サ

イ

ズ

以

上

組
写
真
各
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
以
上

o
応
募
資
格
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

0
応
募
点
数
未
発
表
の
も
の
で
、
一
人
三
点
以
内

o
応
募
締
切
平
成
6
年
8
月
包
日
間
当
日
消
印
有
効

o
応
募
先
・
問
合
せ

干

ml幻
婦
負
郡
婦
中
町
上
轡
田
昭

(
財
)
花
と
緑
の
銀
行
「
花
と
緑
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
係

2
0
7
6
4
・

uw
・
2
4
2
5

・
花
と
緑
の
銀
行
支
庖
(
各
市
町
村
花
と
緑
の
担
当
課
)

.
富
山
県
カ
メ
ラ
商
組
合
加
盟
庖

問
合
せ
富
山
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

告

0
7
6
4
・
日
・
2
8
1
4

J
円
高
岡
駅
前
の
県
営
高
岡
駐
車
場
が

7
月
1
日
か
ら
問
時

間
営
業
と
な
り
ま
す
。
料
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

種 551] 早 イ立 金額

基本料金 |時間まで 309円

立E立ヨ

通 カ日 昼間 (7時から |時間を超える時間 103円
料 算 22時まで) 30介までごとにつき

金 事ヰ 夜間 (22時から |時間を超える時間
金 翌日 7時まで) |時間までごとにつき

103円

回数券料金
基本料金券

3，090円
11枚つづり

定期
全日 (24時間) 14，420円

駐車券 |月につき

料金 夜間(19時から 8，240円
翌日 8時まで)

問
合
せ

富
山
県
企
業
局
総
務
課

県
営
高
岡
駐
車
場

8
0
7
6
4
・
糾
・
2
ー
3
7

8
0
7
6
6
・
お
・
5
0
5
5

富山市新総曲輪ト7(察庁内)

宮 (0764)31-4111附
3ト3131(県民相談電話)

寓岡地方県民相談室 高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
会(0766)21-9411刊
魚津市新宿10子 (総合庁舎内)
ft(0765) 24同5311附
砺波市幸町ト7(総合庁舎内)
ft (0763) 33-5151附

-物価ダイヤル
物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話

ください。宮(0120)16-7400 (県庁県民生活課内)
・消費生活については

消費生活センター

富山市安住町7-18安住町第一生命ピル内
(一般相談は〉 宮(0764)32-9233 
(金融相談は〉 宮(0764)32-3252 
消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町子1;本丸会館内
宮(0766)25-2777 

・突通.故については
富山県支通事故相談所東別館 1階
台(0764)3ト4111 内4400
・相麟110番相談
家庭問題・悪質商法・覚せい剤など、どんな相談に

も応じます。ヨエ ヲルイヒトナシ

合(0764) 4 2 -0 1 1 0 
・シルバー110番
高齢者や家族の心配ごと、悩みごとに富山県高齢者

総合相談センター

富山市舟橋南町5-14 社会福祉会館内
宮 (0764) 4ト41 1 0 

.県かがらめホ‘ヲトニユ{ス.
見て、聞いて、ご意見をお寄せください。

・テレビ広報
・チューリップテレビ 毎週土曜日刷9:3日-9:45 
「志の輔のふるさとトークJ

・富山テレビ毎週日曜日馴9:00-9: 30 
r112万人のひろばークイズ/フォーカス・インJ
・北日本放送

毎週日曜日制11:00-11 
「こんにちは富山祭です」

6/5 歯の健康づくり(字幕放送)
6/12 農業を支える技術開発
6/19 私たちのふるさとづくり~小矢部市~
6/26 インターハイを成功させよう
・ラジオ広報
.FMとやま「ふれあいホットライン」
県内各地からホットな話題をクリアなサウンド

でおとどけします。

毎週月~金曜日 AM 9 : 50-9 : 55 
・新聞広報
・北日本、富山、読売、北陸中目、朝日、毎日

毎月第2、最終土曜日
「黒からのお知らせ」

‘平成時世間抽出門ロ'
7月1耳立貝問 l̂lllロ ， 

日陣日 献血場所 時間

318! 小杉シ町ョッ「パピスンクコ、」センター前 10 : 00-15 : 30 

B水 福野町役場前 12 : 30-15 : 30 

11 用 入善町役場前 12: 30-15 : 30 

14 ヨド 朝日町役場前 9: 30-11 : 30 

17 日 富山西武デパート前 10 凹-16:00 

18 月 高岡市役所前 9 : 30-15 : 30 1 

~4 日 氷見シ市ョッ「八ピツンピクーセタンウタンー氷前見J 10: 00-15 : 30 

~5 月 黒部市役所前 9: 30-12 : 00 

31 81 cJR富山駅前 10: 00-16 : 00 

※都合により変更する場合がありますので、当日の
新鶴 ・テレビの街頭献血案内等でご確認下さい。
O富山県赤十字血液センターでは、毎土曜日の午後
も関所し(祝祭日除く)、献血を受け付けています。
富山県赤十字血渡センター

富山市飯野26-1TEL (0764) 5ト5555
15 

.み怠てTんめ相談窓口・
・県政について
県民相談

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

室

30 



川
辺
な
ど
に
は
え
る
マ
コ
モ
で
形
ど
っ
た
神
様
に
五
穀
豊

穣
を
祈
願
す
る
下
村
・
加
茂
神
社
の
「
お
田
植
え
祭
り
」
は

六
月
の
最
初
の

「卯
の
日
」
に
行
わ
れ
る
。

祭
り
の
日
、

氏
子
た
ち
が
マ
コ
モ
で

二
十
仰
程
と
五
十
側

程
の
大
小
の
神
様
を
作
り
祭
壇
に
祭
る
。
祭
壇
に
は

モ
チ
苗

と
赤
飯
が
供
え
ら
れ
る
。

境
内
の
砂
で
つ
く
ら
れ
た
仮
田
で
、
宮
司
が
モ
チ
苗
を
地

面
に
並
べ
田
植
え
の
し
ぐ
さ
を
す
る
。
や
が
て
神
様
に
向
か

っ
た
宮
司
は
背
を
向
け
た
ま
ま
大
き
な
方
の
神
様
を
投
げ
上

暮らしの
アドバイス

月J-ノ、
• • 

剛

• 
下村・加茂神社

4砂

五穀豊稜の祈

お田植え祭

-
・
著
者
が
狙
わ
れ
る
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
商
法
・
E

③
「
昨
日
、
男
性
か
ら
電
話
が
あ
り
、

「会
員
に
な
る
と
特
典
と
し
て
海
外
旅

行
が
格
安
で
行
け
る
ん
だ
け
れ
ど
入
会
し
ま
せ
ん
か
。
ア
ン
ケ
ー
ト
も
取
り
た

い
の
で
話
だ
け
で
も
聞
い
て
ほ
し
い
」
と
近
く
の
喫
茶
屈
に
呼
び
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
四
時
間
程
、
旅
の
た
め
に
は
英
会
話
が
必
要
で
あ
る
、
と
言
わ
れ

ビ
デ
オ
教
材
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
海
外
旅
行
が
格
安
で
行
け
る
の
が
魅
力

的
だ
っ
た
の
で
、
つ
い
六
十
五
万
円
の
ビ
デ
オ
教
材
の
購
入
契
約
書
に
サ
イ
ン

を
し
ま
し
た
。
{
家
に
帰
っ
て
よ
く
考
え
て
み
る
と
高
額
商
品
な
の
で
解
約
し
た

い
の
で
す
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
」
(
富
山
市
二
十
才
の
女
性
)

A
「
海
外
旅
行
が
格
安
で
行
け
る
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
」
「
パ
ー
テ
ィ
ー
や

イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
、
参
加
す
る
人
を
集
め
て
い
る
の
だ
け
ど
:・
」
な
ど
の
あ

ま
い

言
葉
で
、
男
性
に
は
女
性
が
、
女
性
に
は
男
性
が
電
話
を
か
け
、
ホ
テ
ル

や
指
定
会
場
な
ど
に
呼
び
出
し
、
会
員
に
な
っ
た
場
合
の
特
典
を
延
々
と
説
明

し
、
最
後
に
目
的
の
商
品

(ビ
デ
オ
教
材
や
ダ
イ
ヤ
の
指
輪
な
ど
)
を
購
入
さ

せ
て
し
ま
う
商
法
を
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
商
法
と
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
商
法
に
よ
る
商
品
は
、
訪
問
販
売
法
の
適
用
を
受
け
ま
す
の
で
、

申
込
み
ま
た
は
契
約
の
日
か
ら
八
日
以
内
な
ら
ば
無
条
件
に
解
約
で
き
る
ク

l

リ
ン
グ
オ
フ
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
ク

l
リ
ン
グ
オ
フ
の
期
間
が

過
ぎ
た
場
合
は
業
者
の
応
諾
が
必
要
で
、
な
か
に
は
全
く
解
約
に
応
じ
な
い
業

者
も
い
ま
す
。

こ
の
事
例
の
場
合
は
、
ク
l
リ
ン
グ
オ
フ
の
適
用
で
き
る
期
間
内
で
あ

っ
た

の
で
、
書
留
で
解
約
の
意
思
を
伝
え
る
よ
う
指
導
し
、
解
決
し
ま
し
た
。

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン

ト
商
法
で
高
額
商
品
の
購
入
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
特

典
等
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
冷
静
に
考
え
て
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
は
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
電
話
0
7
6
4

高
岡
支
所
、
電
話
0
7
6
6
(日
)
2
7
7
7

(ロ」
9
2
3
3

貧
富
永
一
朗
さ
ん
は
、
何
と
大
正
十
四

年
生
ま
れ
!
来
年
七
十
歳
に
な
る
と
い

う
か
ら
驚
き
だ
。
グ若
さ
の
秘
訣
d

は
や

は
り
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
こ
と
。

富
永
さ
ん
の
場
合
は
、
弟
子
を
取

っ
た

り
す
る
と
、
か
え

っ
て
気
を
使
い
、
余

計
に
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
そ
う
だ
。
僕
が
弟
子
を
取
っ
た
な

ら
、
原
稿
、
取
材
全
部
や
っ
て
も
ら
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
な
ど

微
塵
も
感
じ
な
い
だ
ろ
う
に
:
:
:
Y
君、

僕
の
弟
子
に
な

り
ま
せ
ん
か
7

(K
)

女
久
し
ぶ
り
に
使
う
一
眼
レ
フ
。
気
合
い
を
入
れ
て
撮
影
し

て
み
た
が
、
で
き
あ
が
り
を
み
て
:
:
:
改
め
て
難
し
さ
を
思

い
知
ら
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
写
真
と
い
う
の
は
ス
ポ
ー
ツ
と

同
じ
で
日
頃
の
鍛
練
が
大
事
と
い
わ
れ
る
。
カ
ン
を
養
う
に

は
毎
日
撮
り
続
け
る
の
が
い
い
。
あ
ー

っ
と
そ
こ
の
お
嬢
さ

ん
、
ち
ょ
っ
と
モ
デ
ル
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
あ
?
(
N
)

-R今回
初
め
て
自
分
の
書
い
た
原
稿
が
広
報
誌
に
載
る
。
こ

の
こ
と
は
、
素
直
に
感
激
し
た
い
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
の

過
程
は
失
敗
だ
ら
け
だ
っ
た
。
特
に
原
稿
を
書
く
段
階
で
は

稚
拙
な
文
し
か
書
け
ず
、
結
局
は
周
り
の
先
輩
方
の
足
を
ひ

っ
ぱ
る
だ
け
の
存
在
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
ど
こ
か
に
、
上

手
な
文
章
を
書
け
る
よ
う
に
な
る
、
そ
ん
な
夢
の
よ
う
な
薬

は
な
い
か
な
あ
1
0
(Y
)

今月号で掲載したPINUP TOYAMAの写真
を抽選で5名の方にワイド六ツ切 (25X18 
センチ)でプレゼントします。希望される
方は、官製ハガキで下記の様式でお申し込
みください。 8月16日消印有効です。

口固固固田

写富富

真プ 山山
6 県市
月レ広新
号ゼ報総
係ン課曲
あト 輪

て 1・7

氏
名
住
所
電
話
本
誌
を
読
ん
だ
感
想

げ
、
氏
子
た
ち
は
そ
れ
を
我
先
に
と
奪
い
合
う
。
拾
っ
た
者

に
は
今
年

一
年
の
幸
運
と
豊
作
が
約
束
さ
れ
る
と
い
う
。

九
百
年
の
伝
統
を
持
つ
と
い
わ
れ
る
お
田
植
え
祭
り
は、

北
陸
で
は
こ
の
下
村
だ
け
に
残
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
民

俗
学
上
貴
重
な
伝
承
で
も
あ
る
。

田
植
え
も
終
わ
り
、
祭
り
に
集
ま

っ
た
近
郷
の
人
た
ち
に

笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
。
そ
ろ
そ
ろ
稲
の
緑
が
ま
ぶ
し
く
な
る
季

節
で
あ
る
。

(
参
考
文
献

富
山
の
習
俗
)
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防
ス

細川

M
テ
個別
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J

ン
菜

園
以
コ

川州

'APE--
県
る

圃パ九、
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の↑
d

r
l
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平
成
8
年

8
月
号

企
画
発
行
富
山
県
企
画
部
広
報
課

富
山
市
新
総
曲
輪
1
1
7

告
別
l
3
1
3
1
(県
民
相
談
電
話
)

日
一
一
一
ベ
バ
の
な
が
め
」
に
選
ば
h

o

E

ロ
ム
胞
ほ
り
ま
す
。

，r
た
川
の
地
占
川
h
J

コ
3
3〆

と
な
た
で
も
募
集
で
き

f

R

L

L

3

れ

(
尽
秋
の
部
)
平
上
い
U
す

策
応
募
要
買
え
、
春
の
部
)
平
成
7
牟

Q
J
H
l
日
j
平成一
7
牟
l
月
幻
日

周雪

国
わ
か
む
付
与
は
L
い

の

計

特

牟

9
月
初
日

6

4

・
4nq

・n
u
d
F
o
s
l
p
o

①砺波散居村展望台付近
砺波市五谷庄川町隠尾

②入善木根地内三島付近

③高岡金屋町通り

④滑川行田公園

⑤高岡雨晴海岸議経付近

F
A
X
判

1
3
0
0
0
(県
民
相
談
フ
ァ
ッ
ク
ス

印

刷

チ

ユ

l
エ
ツ


